
 

 

 

 

       

 

 

 

本校ホームページ https://www.fureai-cloud.jp/inagi5-j に「カラー版」を掲載しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稲城市立稲城第五中学校 学校だより 第９号 令和６年１月１０日発行 

 

 冬休みの宿題として取り組んだ「書初め」が、校内に展示されました。 
この作品の中から、各学年６名を稲城市の合同展覧会へ出展する予定です。 
また、美術の作品も展示されます。城山体験学習館で展示しますので、 
お近くまで行かれましたら、ぜひお立ち寄りください。 
 

 【美術】 令和７年１月１８日（土）～１月３１日（金）まで 

 【書写】 令和７年２月 １日（土）～２月１２日（水）まで 

  時間：午前９時～午後８時まで 

     ＊令和７年１月２７日（月）は休館日です。 

     ＊令和７年１月３１日（金）は午後１時３０分、２月１２日（水）は午後２時３０分まで。 

校長 小林淳一 

令和７年、新しい年の始まりです。皆様のご健勝とご多幸を、心よりお祈り申し上げます。本年もどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

「なぜ勉強しなくてはいけないのだろうか」「何のために勉強するのだろうか」誰もが抱く思いであり、ぜひ

考えを深めてほしいことです。正解は一つではないと思います。例えば、学校の勉強と、それ以外の自主的に

する勉強、という捉え方ができるでしょうか。自主的にする勉強であれば、興味のあることや、必要だと思っ

たことを学ぶのでしょう。自分に合った勉強で、直接的に大事だと感じる人は多いでしょう。一方で、学校の

勉強はどうでしょう。学校の勉強は、社会に出るための基礎となる力、社会を生きるための力になります。将

来の選択肢を広げるのに役立つはずです。入学試験等に出てくる内容でもあります。学校の勉強を進め、今の

その上の学校に進学すると、就ける仕事の幅が広がるでしょう。しかし、勉強さえしていれば、自分に適した

仕事を、誰かが与えてくれるわけではありません。幸福な生活を保障してくれるということでもありません。 

古代から伝わる『論語』にこんな一文があります。「小利を見ることなかれ。小利を見れば則ち大事成ら

ず。」（目先の小さな利益にとらわれてはいけない。小さな利益ばかり見ていると、大きなことが成し遂げられ

ない。）小さな利益とは、こっちの方が楽だ、これをやると得になるというようなことです。そればかりやって

いると、本当に身に付けなければいけない大切なことがおろそかになって、大きなことができなくなるという

意味です。勉強は、まさに小利を見ていてはできません。 

自分の身の回りのことをしっかり考えて生きているかどうか、ということがとても大切なのだと思ってほし

いのです。自分自身と世の中への考えを深めていくと、自分が何をやりたいか等、はっきりとした価値観をも

ち、着実に前に進む力を得ることができるのではないでしょうか。自分が何に喜びを覚えるのか、何を幸せに

思うのかが見えてくるようになります。日々考え生きていく、小さな積み重ねが、やがて確かな自信となり、

大きな力となって発揮されるようになります。そして、自分を知り、世の中を知り、考えて、考え抜いて、歩

みを進めていく指針、人生の軸のようなものを手に入れることができたらと思います。そのための力を養う手

段が勉強なのだと思います。自分の可能性を広げ、人生をつくる、よりよく幸せに生き抜く、そのために勉強

するのではないでしょうか。新しい年の始まり、これまでの自分を振り返り、達成可能な行動目標を立ててい

くよい機会としてください。目標達成に向けた具体策を立て、強い意志をもってそれを実行していく、そんな

時間にしてください。 

学校生活の送り方や家庭学習の積み重ね方など、今の自分自身の考え方と行動によって、現在の自分も、未

来の自分も、どのようにでも変えることができるでしょう。自分の未来は、今の自分の思いと行動で決まるの

だと思います。未来の自分は今の自分次第、今の自分は未来をつくります。皆さんは、「自分の未来を自分の力

で切り拓いていく」一人一人であり、確かに自分だけの道程を歩んでいます。意識を高めて、これからの３か

月間・３学期の学校生活を有意義なものにしてほしいと願っています。令和６年度３学期、充実した毎日を送

りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

税の標語 
○東京国税局間税会連合会 入選  「消費税 国を支える 切り札だ」  

○日野間税会 佳作        「子どもでも 消費税で 貢献だ」 
 
第１１回小・中学生英語スピーチコンテスト 
  ○中学生の部＜一年生＞ 優秀賞 「I’m lost!」 

    ○中学生の部＜二年生＞ 優秀賞 「My Favorite Book」  

    ○中学生の部  最優秀賞 「日本の外国の考え方の違い」 
 
第５２回多摩地区特別支援教育研究会 マラソン大会 
  ○男子 2000ｍの部（Ｂ） 第４位  

第６位  
 
卓球 
  ○第７ブロック日南地区中学校新人卓球大会  

第３位（都大会出場）  
 

バドミントン部   

○東京都新人大会  

女子団体戦   9 位  

女子シングルス 9 位  

女子ダブルス  9 位  

○東京都中学生冬季バドミントン大会 日南地区予選 

男子シングルス ４位  

女子シングルス 優勝  ５位  

 

 

１２月１４日(土)、中央文化センターにて「小・中学生英語スピーチ

コンテスト」が開催されました。駒沢学園女子中学校を含む稲城市の

小・中学校の児童・生徒が集まって英語でスピーチする大会で、今年で

１１回目の開催となりました。今年は本校から９名の生徒が出場して、

自分の意見や想いを述べました。多くの生徒が自分の体験に基づいて

感じたことや学んだことを盛り込んでいたため、説得力があり、非常

に聴きごたえがあるスピーチばかりでした。 

参加者とスピーチのタイトルは以下の通りです。 
 

＜１年生の部＞ 

「The thing that he taught」     「I’m lost!」 

「日本と外国の考え方の違い」    「My family」   

「この夏一番心に残っていること」   

＜２年生の部＞ 

「What can we learn from August 2024?」   「My Favorite Book」  

＜３年生の部＞ 

「Hello Kitty, Happy Birthday to you!」   「アメリカで学んだこと」 
 

今年度も事前の原稿作成やスピーチ練習を地域の方にお手伝いしていただきました。丁寧なご指導のおかげ

で日に日に上達し、本番で最大限力を発揮することができました。この場をお借りして、お礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人名は個人情報のため 

掲載を控えさせていただきます 


